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優先順位の明確化 ～夏の高校野球から考える～ 

今年も暑い夏がやってきました。暑い夏といえば高校野球。今年も８月６日から開催される夏

の甲子園への切符をかけて全国各地で熱戦が繰り広げられています。 

さて、夏の高校野球は、毎年、様々なドラマが生まれる一方、球児たちを取り巻く環境に様々

な議論がされてきました。その中で近年、特に注目されているのが「球数制限」ではないでしょ

うか。今回は、先日町図書室に入荷しました氏原英明氏の著書『甲子園は通過点です』を紹介し

ながら「球数制限」について取り上げたいと思います。 

2018 年、新潟県高校野球連盟（高野連）は翌年の春季大会において球数制限を設けることを

発表しました。当時、球数過多に関する問題は既に議論がされてきましたが、日本高野連は投数

過多をそれほど問題視していませんでした。そのため、新潟県高野連の決定は、まさに地方から

始まった「改革」でした。結局、日本高野連との協議によって、新潟県高野連はこの決定を翻す

のですが、日本高野連はこの時より球数制限について本格導入に向けて動き出しました。そして

2020年、日本高野連はついに甲子園において球数制限に関するルール適用を決定しました。 

ところで、この球数制限の問題は、いつごろから話題に上がるようになったのでしょうか。

2013 年に安楽智大投手（済美高校→楽天）が２回戦の広稜戦で 232 球の完投勝利をあげたこと

が発端と言われています。今年の春のセンバツ大会では、近江高校のエース山田陽翔投手が決勝

までに 500球以上を投げ、話題となったのは記憶に新しいと思います。 

では、現在と将来のどちらに高校球児は重きを置くべきなのでしょうか。議論の方向性が全く

違うため、万人が納得する答えは恐らく出ないでしょう。かつては、「甲子園絶対主義」を信じ

甲子園をめぐる感動こそが正しいとされてきました。しかし、現代においてその考え方は本当に

正しいのか改めて考える時期に来ています。 

その中で、一つの答えが佐々木朗希投手（大船渡高校→千葉ロッテ）

ではないでしょうか。2019年、夏の岩手大会決勝で、大船渡高校の國保

監督は、準決勝までの球数過多や佐々木投手自身の将来を考え登板を回

避させました。その結果、同高校は決勝で敗退し、様々な意見がメディ

アをはじめ議論されました。しかし佐々木投手は今シーズン史上最年少

で完全試合を達成するなど輝きを放っています。 

甲子園にすべてをかけるのか、あるいは、その先にある野球人生まで

見据えるのか。選手自身が野球人生の優先順位を明確にする必要がある

とともに、それを選手自身が決めることができ、そしてチーム全体でフ

ォローし合える環境づくりを大人たちが先頭に立って構築してあげる

ことが何よりも必要ではないかと感じます。 

図 書 室 だ よ り 
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今回紹介した著書は図書

室に配架しています。是

非読んでみてください。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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